
（7）平成16．９．15

児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
支

給
対
象
が
小
学
校
入
学
前
か
ら
小

学
校
三
年
生
修
了
前
の
児
童
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
二
年
生
、

三
年
生
の
保
護
者
で
ま
だ
手
続
き

を
し
て
い
な
い
人
は
、
手
続
き
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。（
な
お
、
一

年
生
の
保
護
者
で
現
況
届
が
未
提

出
の
人
は
至
急
手
続
き
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。）

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
た
人
に
限
り
、
特

例
的
に
平
成
十
六
年
四
月
一
日

（
又
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
い
た
し
ま

す
。
平
成
十
六
年
十
月
以
降
に
手

続
き
を
し
た
人
は
、
手
続
き
を
し

た
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

◎
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
公
務
員
は
各
勤
務
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

福
祉
課
児
童

係
（
0
２
２
―
８
１
１
８
）

募
集
期
間：

九
月
十
五
日
（
水
）

〜
二
十
四
日
（
金
）

募
集
住
宅：

▼
み
ど
り
町
住
宅
＝

三
階
建
の
う
ち
二
階
一
戸
／
２
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
二
万
千
二
百
円
〜

三
万
五
千
百
円
　
▼
長
坂
新
町
住

宅
＝
二
階
建
一
戸
／
３
Ｄ
Ｋ
、
家

賃
月
額
一
万
六
千
二
百
円
〜
二
万

六
千
九
百
円

◎
み
ど
り
町
住
宅
に
つ
い
て
は
寡

婦
・
寡
夫
世
帯
優
先

◎
長
坂
新
町
住
宅
の
風
呂
は
個
人

設
置
と
な
り
ま
す
。

●
入
居
基
準
の
所
得

一
　
各
種
控
除
後
の
世
帯
の
所
得

が
、
月
額
二
十
万
円
以
下

二
　
高
齢
者
等
の
世
帯
に
あ
っ
て

は
、
月
額
二
十
六
万
八
千
円
以
下

※
入
居
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課
（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

募
集
期
間：

九
月
十
五
日
（
水
）

〜
二
十
四
日
（
金
）

募
集
住
宅：

▼
鴨
川
町
住
宅
＝
三

階
建
の
う
ち
一
階
一
戸
・
二
階

二
戸
・
三
階
一
戸
／
２
Ｄ
Ｋ
、
家

賃
月
額
五
万
千
三
百
円
〜
六
万
九

千
三
百
円
　
▼
同
住
宅
三
階
建
の

う
ち
一
階
一
戸
・
三
階
一
戸
／
３

Ｄ
Ｋ
、
家
賃
月
額
五
万
九
千
百
円

〜
七
万
七
千
百
円

※
う
ち
二
戸
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
世
帯
対
応
型
住
宅

●
入
居
基
準
の
所
得

各
種
控
除
後
の
世
帯
の
所
得

が
、
月
額
二
十
万
円
以
上
六
十
万

千
円
以
下
（
た
だ
し
、
二
十
万
円

以
下
で
あ
っ
て
も
年
齢
が
五
十
歳

未
満
、
所
得
が
十
五
万
円
以
上
で

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
人
）

※
入
居
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課
（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

こ
の
た
び
勝
負
谷
自
治
公
民
館

が
、
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
統
合

セ
ン
タ
ー
が
行
う
平
成
十
六
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、
有
線
放
送
施
設
を
整
備
し
ま

し
た
。

勝
負
谷
集
落
で
は
、
こ
の
施
設

を
利
用
し
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
推
進
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

総
務
課

（
0
２
２
―
８
１
６
２
）

市　役　所　022－8111
水　道　局　026－1031
スポーツセンター 022－5674
倉吉博物館　022－4409
勤労青少年ホーム 023－4896
倉吉交流プラザ 047－1184

You are invited to apply for

city rental housing.

Applications are available on 

Sep.15(Wed)―24(Fri)

Please apply to the 

Architecture Division,

or call for details at.

(Tel:22-8175)

手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
？

児
童
手
当
が
小
学
校
三
年
生
ま
で
拡
大

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
を
募
集

10月3日（日）はごみゼロ全市一斉清掃
10月3日（日）は、ごみゼロ全市一斉清掃の日です。ごみのないきれいな倉吉のま

ちにするため、皆さまのご協力をお願いします。
とき：10月3日（日）午前8時～9時　清掃場所：市内の道路、公園など　
※問い合わせ先：環境課生活環境係（022-8168）

九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

わ
た
し
か
ら
　
車
へ
サ
イ
ン
　
反
射
材

（
運
動
の
重
点
）

重
点
一：

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

重
点
二：

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進

重
点
三：

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

九
月
二
十
一
日
か
ら
全
国
一
斉

に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い

安
全
な
倉
吉
市
を
目
指
し
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
秋
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
入
り
交
通
量
の
増
加

も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
高
齢
運
転
者
標
識
（
も

み
じ
マ
ー
ク
）
を
付
け
た
車
両
や

高
齢
者
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
思
い
や

り
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
薄
暮
の
時
間
帯
（
今
の
時
期
で
す

と
午
後
六
時
頃
）
に
は
、
歩
行
者
及

び
自
転
車
か
ら
の
発
見
遅
れ
を
防

止
す
る
た
め
、
車
両
の
前
照
灯
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◎
歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
夜
間
外
出

す
る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
で
靴

や
持
ち
物
に
反
射
材
を
付
け
て
、

運
転
者
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◎
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
後
部
座
席

を
含
め
た
同
乗
者
全
員
に
着
用
を

促
し
ま
し
ょ
う
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
は
正
し
く
取
り
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
か
？
ま
ず
正
し
く
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
か
を
点
検
し
、
家

族
み
ん
な
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

総
務
課

（
0
２
２
―
８
１
６
２
）

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

勝
負
谷
自
治
公
民
館
が

有
線
放
送
施
設
を
整
備
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第
五
十
一
回
倉
吉
市
戦
没
者
慰

霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご

遺
族
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き：

九
月
二
十
八
日
（
火
）

午
後
一
時
三
十
分
〜

と
こ
ろ：

倉
吉
未
来
中
心
小
ホ
ー
ル

※
問
い
合
わ
せ
先：

福
祉
課

（
0
２
２
―
８
１
１
８
）

裁
判
所
、
法
務
省
及
び
弁
護
士

会
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
の
一
週

間
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
、
下

記
の
と
お
り
様
々
な
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
鳥
取
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談

と
き：

十
月
五
日
（
火
）
午
前
十

時
〜
午
後
三
時

と
こ
ろ：

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
倉
吉
支
部

定
員：

八
人
程
度
（
当
日
受
付
順
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

鳥
取
県
弁
護

士
会
（
0

０
８
５
７
―
２
２
―
３

９
１
２
）
※
た
だ
し
、
開
催
日
当

日
は
裁
判
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
鳥
取
地
方
裁
判
所
倉
吉

支
部
　
0
２
２
―
２
９
１
１
）

■
鳥
取
地
方
法
務
局
に
よ
る
法
務

行
政
相
談

と
き：

十
月
五
日
（
火
）
午
前
十

時
〜
午
後
三
時

と
こ
ろ：

倉
吉
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
「
パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
」
二

階
Ｂ
教
室

※
問
い
合
わ
せ
先：

鳥
取
地
方
法

務
局
（
0

０
８
５
７
―
２
２
―
２

２
９
１
）

■
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
に
よ

る
講
師
の
派
遣

「
法
の
日
」
週
間
中
に
限
ら
ず
、

学
校
・
そ
の
他
の
諸
団
体
の
要
望

に
よ
り
、
裁
判
官
及
び
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

鳥
取
地
方
・

家
庭
裁
判
所
総
務
課
（
0

０
８
５

７
―
２
２
―
２
１
７
１
）

公
的
機
関
と
思
っ
て
い
た
ら
事
業

者
だ
っ
た
!?

《
相
談
事
例
》

下
水
道
の
調
査
だ
と
自
宅
に
訪

問
者
が
き
た
。
よ
く
覚
え
て
い
な

い
が
、
公
的
機
関
の
よ
う
な
名
称

だ
っ
た
の
で
、
て
っ
き
り
役
場
関

係
の
人
だ
と
思
い
、
下
水
道
を
見

て
も
ら
う
と
、「
今
す
ぐ
修
理
が

必
要
だ
っ
た
の
で
、
修
理
を
し
た

か
ら
こ
の
場
で
払
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
言
わ
れ
た
。
さ
ら
に
浄

水
器
ま
で
契
約
さ
せ
ら
れ
た
。

《
対
処
方
法
》

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

契
約
し
て
か
ら
八
日
以
内
で
あ
れ

ば
工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
と
し
て

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
契
約
の

解
除
が
で
き
ま
す
。（
工
事
済
み

の
部
分
に
つ
い
て
業
者
に
原
状
回

復
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

が
経
過
し
た
場
合
で
も
、
勧
誘
手

段
が
詐
欺
的
で
あ
っ
た
り
、
脅
迫

的
で
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
民

法
や
消
費
者
契
約
法
を
活
用
す
る

こ
と
で
解
約
で
き
る
と
き
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
公

的
機
関
や
有
名
企
業
の
職
員
、
ま

た
は
そ
の
関
係
者
で
あ
る
か
の
よ

う
に
思
わ
せ
て
契
約
さ
せ
る
商
法

を
か
た
り
商
法
と
い
い
ま
す
。
保

安
上
の
理
由
か
ら
も
、
訪
問
者
が

「
誰
で
」「
ど
ん
な
要
件
で
」
来
て

い
る
の
か
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

対
応
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
で
き
る

「
契
約
形
態
、
商
品
・
役
務
」
な

ど
は
特
定
商
取
引
法
で
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
部
消
費
生
活
相
談
室

住
所：

倉
吉
市
駄
経
寺
町
二
一
二

番
地
五
（
倉
吉
未
来
中
心
一
階
）

電
話：

２
２
―
３
０
０
０

相
談
受
付
時
間：

午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
五
時
（
土
・
日
・
祝
日

休
み
）

＊
第
三
月
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

第
五
十
一
回

倉
吉
市

戦
没
者
慰
霊
祭
に
ご
参
列
を

～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～
№2 倉吉警察署

《自転車の盗難に注意！》
本年８月末現在の自転車盗の発生状況です。
○倉吉市内での発生　192件
前年同期に比べて　103件増加
倉吉署管内の85％が倉吉市内で発生しています

○市内各地区公民館別の発生状況です

○「ワイヤー錠」と「二重ロック」による盗難防止を！
一層のご協力をお願いします。

※問い合わせ先：倉吉警察署 026-7110

鳥
取
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
か
た
り
商
法
」
に
ご
用
心

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」

食彩館に新しく2店舗が仲間入りしました。

8月13日"うどん屋　ひろ"がオープンしまし

た。味自慢のうどん、そば、おにぎりの専門店

です。そして、9月14日には"お食事処　めし屋"

がオープン。店主こだわりの釜めしの他、日替

わり定食、丼物など、多彩なメニューで皆様の

ご来店をお待ちしております。

倉吉パークスクエアへお越しの際は、ぜひお

立ち寄りください。

★うどん屋 営業時間：午前11時～午後8時

定休日：毎週月曜日

★めし屋 営業時間　昼間 午前11時～午後3時

夜間 午後5時30分～10時30分

定休日：毎週月曜日の夜間だけ

※問い合わせ先：商工観光課（022-8158）

食彩館に“うどん屋　ひろ”と
“お食事処　めし屋”がオープン

鳥取中部ふるさと広域連合職員採用試験 受験案内
採用予定：消防職員　3人　受験申込期限：10月5日（火）午後5時
◎詳細は、お問い合わせください。
※問い合わせ先：鳥取中部ふるさと広域連合総務課（022-5411）又は市職員課（022-8164）
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ペ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や

苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
が
人
に
危

害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
十
分
な
気
配
り

を
し
、
責
任
を
持
っ
て
飼
育
し
ま

し
ょ
う
。

☆
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

☆
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
綱
を
引

き
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

☆
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
必

ず
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
。

☆
飼
い
犬
の
種
類
、
健
康
状
態
等

に
応
じ
て
適
正
に
運
動
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

☆
鳴
声
、
排
泄
の
し
つ
け
は
き
ち

ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

☆
猫
は
飼
い
主
の
名
前
を
書
い
た

首
輪
を
つ
け
る
な
ど
、
自
分
の

飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
猫
は
放
し
飼
い
が
多
く
、
気
が

付
か
な
い
と
こ
ろ
で
他
人
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
専
用
ト
イ
レ
等
の
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
お
忘
れ
な
く

☆
犬
の
登
録
は
、
生
涯
一
回

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
を

飼
い
始
め
た
ら
、
登
録
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
や
、
飼
い
主
の
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。

☆
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
一
回

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、

毎
年
一
回
の
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

☆
個
別
注
射
は
動
物
病
院
で
行
い

ま
す
。（
予
防
注
射
後
、
市
役
所

で
注
射
済
票
の
交
付
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。）

◎
市
内
で
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

で
、
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
が
ま

だ
お
済
で
な
い
人
は
、
必
ず
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

環
境
課

（
0
２
２
―
８
１
６
８
）

金
融
広
報
中
央
委
員
会
で
は
、

生
活
設
計
の
必
要
性
、
重
要
性
を

広
く
県
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
は
演
題
「
遺
言
・
相
続
、

高
齢
者
の
権
利
財
産
」
と
「
年
金

に
つ
い
て
」
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き：

十
月
六
日
（
水
）

午
後
一
時
〜
三
時
五
十
分

と
こ
ろ：

鳥
取
県
立
県
民
文
化
会

館
第
五
会
議
室
（
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
か

ら
徒
歩
十
五
分
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

鳥
取
県
金
融

広
報
委
員
会
事
務
局
（
0
０
８
５

７
―
２
６
―
７
１
６
０
／
4

０
８

５
７
―
３
８
―
２
５
４
７
）

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
加
入
の
届
を

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
全
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。

国
民
年
金
は
老
後
の
支
え
と
な

る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

万
が
一
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
一

家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

の
遺
族
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
誰
も
が
安
定
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で

支
え
合
う
制
度
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方
に
よ
っ
て
、

三
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
第
一
号
被
保
険
者

農
業
・
自
営
業
者
・
学
生
等

〔
加
入
の
手
続
き
〕

住
所
地
の
市
町
村
国
民
年
金
担

当
窓
口
で
、
自
分
で
行
い
ま
す
。

〔
保
険
料
〕

月
額
一
万
三
千
三
百
円
（
平
成

十
六
年
度
）
を
納
付
書
な
ど
に
よ

り
、
自
分
で
納
め
ま
す
。

☆
第
二
号
被
保
険
者

会
社
員
・
公
務
員
な
ど
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人〔加
入
の
手
続
き
〕

勤
務
先
が
手
続
き
し
ま
す
。

〔
保
険
料
〕

給
料
等
に
応
じ
た
保
険
料
を
給

料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

☆
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

〔
加
入
の
手
続
き
〕

健
康
保
険
の
扶
養
の
手
続
き
と

同
時
に
第
二
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
が
手
続
き
を
し
ま
す
。

〔
保
険
料
〕

第
二
号
被
保
険
者
が
加
入
し
て

い
る
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど

の
制
度
全
体
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

人
に
は
、
二
十
歳
に
な
る
前
月
に
、

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
加
入
の
届

出
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、

市
民
課
市
民
年
金
係
で
加
入
の
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

《
付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？
》

第
一
号
被
保
険
者
の
方
が
、
加

入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
及
び
国

民
年
金
基
金
の
加
入
員
は
、
除
か

れ
ま
す
。

・
付
加
保
険
料
　
月
額
四
百
円

・
付
加
年
金
額
の
計
算
式

二
百
円
×
納
付
月
数

二
年
間
で
支
払
っ
た
付
加
保
険

料
と
同
額
が
支
給
さ
れ
る
た
め
大

変
お
得
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

市
民
課
市
民

年
金
係
（
0
２
２
―
８
１
５
５
）

市
道
敷
地
と
し
て

一
三
一
㎡
＝
上
神：

伊
藤
一
枝
さ

ん 飼
い
主
は
責
任
を
持
っ
て

犬
・
猫
の
飼
育
を

「
く
ら
し
と
お
か
ね
」

講
習
会
に
ご
参
加
を

原
爆
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断
を
実
施

対
象
者：

原
爆
被
爆
者
二
世
で
受

診
を
希
望
す
る
人

実
施
期
間：

十
月
一
日
（
金
）
〜

平
成
十
七
年
三
月
四
日
（
金
）

実
施
場
所：

鳥
取
県
立
中
央
病

院
、
鳥
取
県
立
厚
生
病
院
、
国
立

病
院
機
構
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、

日
野
病
院

申
込
先：

県
内
各
保
健
所
、
保
健

所
支
所

受
診
料：

無
料
（
交
通
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

中
部
福
祉
保

険
局
健
康
支
援
課
予
防
係

（
0
２
３
―
３
１
４
２
）

職業生活設計セミナー「最近の労働情勢・雇用保険制度について」
とき：9月28日（火）午後1時30分～3時　ところ：倉吉シティホテル　講師：ハローワーク倉吉 所長 山本良征さん、業
務係長 古島ひろみさん　対象者：おおむね45歳以上の中高年齢者、事業所の人事・労務担当者　定員：20人（要申込）
参加費：無料　※申込・問い合わせ先：(社)鳥取県雇用促進協会鳥取高齢期雇用就業支援センター（00857-36-0039）




